
脳神経外科 

中島 伸 

脳神経外科では主に脳・脊髄腫瘍、脳血管障害、小児脳神経外科、頭部外傷などを扱い、年間手

術件数は 2009 年が 359 件、2010 年が 392 件、2011 年が 383 件、そして昨年が 369 件です。 
脳腫瘍については、3 次元画像とニューロナビゲーターを駆使した手術に加え、必要に応じて化

学療法、放射線療法、免疫療法、Ｘナイフ、血管内治療を併用します。また不幸にして末期状態に

なったとしても、個々の患者様の状態に応じて、私どものできる手段を尽くすことを心がけていま

す。 
脳血管障害に対しては、脳卒中内科と協力して 24 時間体制で対応しております。脳卒中の患者

様に対しては、必要に応じて、開頭手術、血管内治療、超急性期血栓溶解療法などの治療手段を選

択し、発症からできるだけ早期にリハビリテーションを開始するとともに、地域連携パスを利用し

て後方病院でのスムーズな治療の継続を図っています。 
一方、当院には日本でも数少ない小児脳神経外科医がいることも特徴で、水頭症や二分脊椎など

先天性疾患の新生児に対する緊急手術も数多く行っています。特に二分脊椎に対しては、手術後や

成人期になってもトータルケアができるように神経因性膀胱の専門医、褥瘡専門看護師、外来看護

師との協力で二分脊椎外来（完全予約制）を行っています。 
頭部外傷については救急医と連携しており、脳神経外科医単独では対応困難な多発外傷に対して

も積極的に受け入れています。個々の外傷患者様の背景や病態は様々ですが、それぞれに最善と考

えられる治療方針をとっています。 
研修医、レジデント教育に力を入れているのも当科の特徴です。毎週の症例検討会のほかに救急

医との合同症例検討会、リハビリテーションカンファレンス、抄読会などを行っています。特に手

術症例検討会においては、レジデントがその週に行った手術のビデオを提示し、手術戦略や個々の

手技の妥当性などを議論する場としています。普段、何気なく行っているセッティングや手術操作

に関しても、言語化を試みることによって、その意味が明確になり、また知識や考え方を皆が共有

できるというメリットがあります。また顕微鏡手術は手術室の外で行う練習が大切なので、医局で

実体顕微鏡を購入し、シリコンモデルや鶏肉を用いた卓上での組織剥離・血管吻合の練習を奨励し

ています。 
学会発表についても活発に行っており、順次、論文化して国内外の医学雑誌に発表しています。 

 脳神経外科では、患者様には「この病院に来て良かった」と言ってもらい、紹介元の先生には「こ

の病院に紹介して良かった」と思ってもらい、そして職員自身も「この病院で働いて良かった」と

感じてもらえるよう、これからも全力を尽くしたいと考えています。 
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akinesia/arthrogryposis sequences. Neuropathol Appl Neurobiol, in press 
 

A-2 
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編集委員会編、P.60-84、丸善出版、東京、2012 年 7 月 
 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23089488
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23089488


A-4 
埜中正博、山崎麻美：小児の水頭症と奇形 小児のシャント手術「Clinical Neuroscience 別冊」、30(4):P. 
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山崎麻美：難治性脳形成障害症のデータ試料バンクを活用し、次世代シークエンサーを用いた脳梁

欠損症の遺伝子解析関する研究。厚生労働科学研究費補助金（難病・がん等の疾患分野の医療の実

用化研究事業）「分野横断型全国コンソーシアムによる先天異常症の遺伝要因の解明と遺伝子診断
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中島 伸：後医は前医をそしるべからず「レジデントノート」14(13): 2547-2549, 2012 年 12 月 
 
中島 伸：Lang-8（ランゲート）が面白い！「レジデントノート」14(15): 2927-2929, 2013 年 1 月 
 



中島 伸：「戦略おべっか」について「レジデントノート」14(16): 3070-3072, 2013 年 2 月 
 
中島 伸：TED で英語の勉強「レジデントノート」14(18): 3513-3515, 2013 年 3 月 
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Australia, 40th Annual Meeting of the International Society for Pediatric Neurosurgery, 2012 年 9 月 
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Matrix of Decidua derived Mesenchymal cells. CiRA International Symposium 2013, Kyoto, Japan, 2013 年

3 月 
 

B-3 
金村米博：iPS 細胞研究を応用した難治性脳形成障害症の分子病態解析と新規治療技術開発の可能

性。第 54 回日本小児神経学会総会、札幌、2012 年 5 月 
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合画像による計画に基づいた神経膠腫の手術。第 17 回日本脳腫瘍の外科学会、東京、2012 年 9 月 
 
原田敦子、佐野正和、山中 巧、吉村淳一、西山健一、埜中正博、小崎健次郎、岡本伸彦、山崎麻

美、藤井幸彦：大頭症の治療方針と遺伝子診断。日本脳神経外科学会第 71 回学術総会、大阪、2012
年 10 月 
 
押田奈都、埜中正博、横田千里、木谷知樹、森 康輔、金村米博、山中一功、山崎麻美、中島 伸：

頭蓋内嚢胞疾患の自然歴。日本脳神経外科学会第 71 回学術総会、大阪、2012 年 10 月 
 
横田千里、埜中正博、押田奈都、木谷知樹、森 康輔、金村米博、山中一功、中島 伸、山崎麻美：

乳幼児の急性硬膜下血腫と受傷機転に関する検討―自白、裁判を通して認定された虐待症例との比

較―。日本脳神経外科学会第 71 回学術総会、大阪、2012 年 10 月 
 
埜中正博、押田奈都、森 康輔、横田千里、木谷知樹、山崎麻美、中島 伸：小児期水頭症のシャ

ント離脱における内視鏡下第三脳室底開窓術の現状と今後の展望。第 19 回日本神経内視鏡学会、

東京、2012 年 11 月 
 
中島 伸：看護学生に期待すること。第 66 回国立病院総合医学会、大阪、2012 年 11 月 
 
中島 伸：模擬医療裁判 もし訴えられたら、どうなるのか？ 第 66 回国立病院総合医学会、大阪、

2012 年 11 月 
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沼田諒平、奥村直毅、中原マキ子、上野盛夫、木下 茂、金村米博、笹井芳樹、小泉範子：ヒト脱

落膜由来間葉細胞から作成したマトリクスを用いたヒト角膜内皮細胞培養法の検討。第 11 回日本

再生医療学会総会、横浜、2012 年 6 月 
 
押田奈都、埜中正博、横田千里、中島 伸：脊髄髄膜瘤に伴う水頭症に対して VP シャント抜去を

行った 10 例の検討。第 29 回日本二分脊椎研究会、千葉、2012 年 6 月 
 
横田千里、埜中正博、押田奈都、中島 伸：脊髄係留による下肢痛に対してプレガバリンが有効で

あった一例。第２９回日本二分脊椎研究会、千葉、2012 年 6 月 
 
原田敦子、西山健一、佐野正和、吉村淳一、岡本浩一郎、金村米博、山崎麻美、岡本伸彦、藤井幸

彦。頭蓋骨膜洞を合併した Saethre-Chotzen syndrome の一例。第 40 回日本小児神経外科学会、岡山、

2012 年 6 月 
 
埜中正博、押田奈都、横田千里、木谷知樹、森 康輔、寺元千佳、中島 伸、山崎麻美：脊髄髄膜

瘤の修復方法によりキアリ奇形の発症は防げるか？第 40 回日本小児神経外科学会、岡山、2012 年

6 月 
 
埜中正博、押田奈都、横田千里、木谷知樹、森 康輔、寺元千佳、中島 伸、山崎麻美：小児期水

頭症のシャント離脱における内視鏡下第三脳室底開窓術の意義。第 40 回日本小児神経外科学会、

岡山、2012 年 6 月 
 
押田奈都、埜中正博、横田千里、木谷知樹、森 康輔、金村米博、山中一功、中島 伸、山崎麻美：

非腫瘍性頭蓋内嚢胞性疾患の自然歴。第 40 回日本小児神経外科学会、岡山、2012 年 6 月 
 
横田千里、埜中正博、木谷知樹、押田奈都、森 康輔、金村米博、山中一功、中島 伸、山崎麻美：

水頭症に合併する脊髄空洞症に対する内視鏡下第三脳室底開窓術（ETV）の有用性の検討。第 40
回日本小児神経外科学会、岡山、2012 年 6 月 
 
埜中正博、押田奈都、横田千里、木谷知樹、森 康輔、金村米博、山崎麻美、中島 伸：過去 10
年間の治療成績に基づいた先天性水頭症の治療戦略。社団法人日本脳神経外科学会第 71 回学術総

会、大阪、2012 年 10 月 
 
木谷知樹、埜中正博、横田千里、馬場庸平、押田奈都、森 康輔、金村米博、山中一功、中島 伸：

Low grade glioma に対する摘出率向上と神経機能障害の回避を目標とした当院の手術戦略。社団法

人日本脳神経外科学会第 71 回学術総会、大阪、2012 年 10 月 
 
森 康輔、埜中正博、横田千里、木谷知樹、押田奈都、金村米博、山中一功、中島 伸：頭蓋底外

科領域における三次元融合画像を用いた手術シミュレーションの有用性。社団法人日本脳神経外科



学会第 71 回学術総会、大阪、2012 年 10 月 
 
宮崎裕子、佐藤雅春、西尾雅実：基底核出血の加齢に伴う病態変化に関する検討。社団法人日本脳

神経外科学会第 71 回学術総会、大阪、2012 年 10 月 
 
根岸 豊、服部文子、安藤直樹、宮 冬樹、角田達彦、北井征宏、荒井 洋、岡本伸彦、加藤光広、
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